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（上）関係者によるテープカット
（下）アクセスロード。入居者同士のコミュニティを
　　 図れるよう対面式の作りに。

・・・・・・・・・・・はしかみ Hot！ニュース

締結を交す浜谷町長と成田警察署長

気
持
ち

新
た
に

気
持
ち

気
持
ち

新
た
に

新
た
に
な
わ
と
び
を
が
ん
ば
り
ま
す

小
中
学
校
で
入
学
式

２
８
８
名
が
新
た
に
入
学

階 上 小 1 道 仏 小 14

石 鉢 小 37 大 蛇 小 12

赤保内小 44 小舟渡小 9

金山沢小 2 階 上 中 112

登 切 小 0 道 仏 中 57

＜平成 20年度小中学校入学者数＞（4月1日現在／名）

地
域
に
開
か
れ
た
住
宅
に

　

春
一
番
が
吹
き
荒
れ
た
四
月

一
日
、
旧
団
地
の
老
朽
化
に
伴

い
建
て
替
え
が
行
わ
れ
た
、
榊

山
団
地
の
入
居
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

完
成
し
た
住
宅
を
前
に
し
、

浜
谷
町
長
は
「
新
た
に
生
ま
れ

変
わ
っ
た
団
地
へ
の
思
い
は
ひ

と
し
お
。
対
面
式
の
ア
ク
セ
ス

ロ
ー
ド
で
、
是
非
住
民
同
士
で

あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
深
め
て
ほ
し
い
」
と

あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

　

関
係
者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
の
後
は
、
入
居
者
を
代
表
し

て
お
二
人
の
方
に
鍵
が
引
き
渡

さ
れ
、
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

木
造
七
棟
、三
十
戸
の
住
宅
は
、

玄
関
も
広
く
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

に
対
応
し
た
造
り
に
も
な
っ
て

お
り
、
様
々
な
工
夫
が
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

な
お
、団
地
の
移
転
に
伴
い
、

入
居
者
の
行
政
区
は
榊
山
か
ら

駅
前
に
変
わ
り
ま
す
。

榊
山
団
地
完
成

　
　
　

入
居
式
行
わ
れ
る

町
営
住
宅

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
に

　

ま
た
、
榊
山
団
地
の
完
成
に

伴
い
、
こ
の
ほ
ど
、
町
と
八
戸

警
察
署
は
、
町
営
住
宅
の
契
約

者
及
び
同
居
人
か
ら
暴
力
団
を

排
除
す
る
た
め
の
「
暴
力
団
員

の
階
上
町
営
住
宅
等
の
使
用
制

限
に
関
す
る
合
意
書
」
を
締
結

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
町
と
八

戸
警
察
署
が
情
報
提
供
、
支
援

要
請
等
、
密
に
連
携
を
と
り
な

が
ら
、
暴
力
団
員
の
排
除
に
努

め
る
も
の
で
、
よ
り
安
心
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
締

結
と
な
り
ま
し
た
。

　

暖
か
な
春
の
陽
射
し
が
降
り

注
い
だ
四
月
七
日
、
町
内
の
小

中
学
校
で
入
学
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

大
坂
華か
り
ん鈴
さ
ん
一
人
の
入
学

と
な
っ
た
階
上
小
学
校
（
大
川

裕
子
校
長
）
で
は
、
華
鈴
さ
ん

の
入
学
を
心
待
ち
に
し
て
い
た

お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
達
の
温
か

い
拍
手
に
迎
え
ら
れ
、
式
が
始

ま
り
ま
し
た
。
新
入
生
の
紹
介

で
は
「
な
わ
と
び
を
が
ん
ば
り

ま
す
」
と
元
気
に
あ
い
さ
つ
し

た
華
鈴
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
の
学

校
生
活
を
仲
良
く
元
気
に
過
ご

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

四
月
一
日
現
在
の
新
一
年
生

は
小
学
校
百
十
九
名
、
中
学
校

百
六
十
九
名
。
地
域
の
宝
、
ま

ち
の
宝
で
あ
る
大
切
な
子
ど
も

た
ち
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
が

一
緒
に
な
っ
て
、
大
事
に
見
守

り
、
地
域
で
育
て
て
い
き
た
い

も
の
で
す
。

防犯ブザーを贈られる大坂華鈴さん
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火
は
見
て
る

　
　

あ
な
た
が
離
れ
る

　
　
　
　
　

そ
の
時
を

　

火
災
が
発
生
し
や
す
い
気
候

と
な
る
こ
の
時
期
に
合
わ
せ
、

階
上
町
消
防
団
（
寅
谷
正
美
団

長
）
は
四
月
十
三
日
、
礼
式
訓

練
及
び
火
災
予
防
宣
伝
パ
レ
ー

ド
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
町
民
体
育
館

に
は
団
員
約
百
名
が
参
加
、
真

剣
な
面
持
ち
で
行
進
、
敬
礼
等

の
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

訓
練
終
了
後
は
、
消
防
団
ポ

ン
プ
車
等
車
輌
十
二
台
で
町
内

全
域
を
パ
レ
ー
ド
し
、
火
災
発

生
の
防
止
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。

　

交
通
事
故
の
な
い
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
第
四
十

回
八
戸
地
区
交
通
安
全
運
動
推

進
大
会
（
大
会
長　

小
林
眞
八

戸
市
長
）
が
四
月
十
日
、
ハ
ー

ト
フ
ル
プ
ラ
ザ
・
は
し
か
み
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
に
は

約
三
百
名
が
参
加
。
交
通
安
全

活
動
を
積
極
的
に
推
進
し
地
域

に
お
け
る
交
通
事
故
防
止
に
貢

献
し
た
と
し
て
、
階
上
町
交
通

安
全
母
の
会
連
合
会
（
阿
部
栄

子
会
長
）が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
会
終
了
後
は
役
場

　

階
上
町
連
合
婦
人
会
（
阿
部

栄
子
会
長
）
が
、
町
民
歌
「
光

の
ふ
る
さ
と
」
を
も
と
に
健
康

体
操
を
制
作
し
ま
し
た
。

　

四
月
十
六
日
に
浜
谷
町
長
を

会
員
ら
と
訪
ね
た
阿
部
会
長
は

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
少
し

で
も
係
わ
り
た
い
と
い
う
思
い

か
ら
制
作
し
ま
し
た
。
会
員
始

め
、
町
民
の
皆
さ
ん
で
取
り
組

ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
医
療
費
削

減
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
」
と

ア
ピ
ー
ル
。
浜
谷
町
長
は
「
町

の
イ
ベ
ン
ト
等
も
活
用
し
な
が

ら
多
く
の
町
民
の
目
に
ふ
れ
る

様
、
普
及
に
努
め
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し

た
。

　

体
操
の
振
り
付
け
は
、
町
の

健
康
づ
く
り
事
業
等
で
体
操
の

指
導
も
し
て
い
る
、
Ａ
Ｆ
Ｆ
Ａ

ジ
ャ
パ
ン
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
工
藤

真
由
美
さ
ん
に
依
頼
し
、『
あ

な
た
も
私
も
元
気
い
っ
ぱ
い
』

を
テ
ー
マ
に
、
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
、
ま
た
足
腰
が
悪
い

方
は
椅
子
に
座
っ
て
で
も
で
き

る
等
、
誰
も
が
楽
し
め
る
体
操

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｃ
Ｄ
・
カ
セ
ッ
ト
は
公
民
館

を
始
め
、
各
団
体
・
学
校
等
に

も
贈
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、

臥
牛
山
ま
つ
り
を
始
め
各
イ
ベ

ン
ト
等
で
も
披
露
す
る
予
定
だ

そ
う
で
す
。
見
か
け
た
ら
一
緒

に
運
動
し
ま
せ
ん
か
。

地
域
の
安
全
は
自
分
た
ち
で
守
る

　
　
　
　

春
の
火
災
予
防
活
動

階
上
町
消
防
団

安
心
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

八
戸
地
区
交
通
安
全
推
進
大
会
開
催

安
心
安
全
な

安
心
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

み
ん
な
の
健
康
に
役
立
て
て

健
康
体
操
で
き
あ
が
る

階
上
町
連
合
婦
人
会

前
交
差
点
に
お
い
て
母
の
会
会

員
ら
が
マ
ス
コ
ッ
ト
を
配
布
し

交
通
安
全
の
呼
び
か
け
を
実
施

し
ま
し
た
。

行進を行う消防団員

安全運転の呼びかけを行う関係者 パレードに向かう消防団

（上）完成した「光のふる
さとーみんなの健康バー
ジョン」CD・カセット
（右）浜谷町長にCDを贈
呈する阿部会長



3カ年で3億 4,451万9千円削減
第3次階上町行政改革大網による

経費削減効果まとまる
　

第
三
次
階
上
町
行
政
改
革
大

綱
は
、町
で
目
指
す
将
来
像「
う

る
お
い
と
快
適
な
く
ら
し
を
共

に
つ
く
る
・
は
し
か
み
21
プ
ラ

ン
」
の
実
現
に
向
け
、“幸
せ
”

や
“住
み
良
さ
”を
実
感
で
き

る
地
域
社
会
を
築
く
た
め
『
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
公
平
・
均
一
化
』

『
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
』『
開

か
れ
た
行
政
の
意
識
改
革
』
を

基
本
理
念
に
、
平
成
十
七
年
度

か
ら
平
成
十
九
年
度
ま
で
の
三

カ
年
間
に
お
け
る
主
な
改
革
の

取
り
組
み
を
計
画
し
た
も
の
で

す
。

　

こ
の
大
綱
で
定
め
た
九
十
六

の
推
進
項
目
中
、
九
十
一
項
目

は
実
施
済
み
で
あ
り
、
実
施
率

は
94
・
８
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
残
り
五
項
目
に
つ
い
て

も
平
成
二
十
年
度
中
に
は
完
全

実
施
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

三
カ
年
間
で
の
取
り
組
み

に
よ
る
経
費
削
減
効
果
額
は
、

三
億
四
、
四
五
一
万
九
千
円
と

算
出
し
て
お
り
、
そ
の
間
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
対
し

感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

行
政
改
革
は
こ
れ
で
終
わ
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
町
で

は
、
こ
の
大
綱
を
基
に
策
定
し

た「
階
上
町
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」

に
よ
り
、
平
成
二
十
一
年
度
ま

で
行
政
改
革
を
継
続
す
る
と
と

も
に
、
平
成
二
十
二
年
度
か
ら

は
、
更
な
る
事
務
事
業
の
見
直

し
を
行
い
、「
第
四
次
階
上
町

行
政
改
革
大
綱
」
を
定
め
て
、

よ
り
一
層
の
効
率
的
か
つ
効
果

的
な
行
政
運
営
に
取
り
組
ん
で

い
く
考
え
で
お
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

総
務
課
総
務
グ
ル
ー
プ

　

☎
（
８
８
）
２
１
１
２

＜行政改革の主な取り組みと削減効果額＞
（単位：千円）

具 体 的
取組方策 取組事項

削減等効果額

17 年度 18 年度 19 年度

Ⅰ
一 般 事 務
事 業 関 係

有料広告、口座振替推進、
委員会の統廃合及び委員数
削減、事業の廃止・休止・
縮小　等

11,687 28,287 28,538

Ⅱ
行政組織内
事 業 関 係

議員・農業委員定数及び三
役給料等削減、職員定数削
減及び職員手当等の削減　
等

33,377 41,352 46,289

Ⅲ
住民サービ
ス事業関係

指定管理者制度導入、保育
所の民間移譲及び児童館廃
止、協働のまちづくり推進
等

9,262 14,979 96,125

Ⅳ
団 体 関 連
事 業

補助・助成事業の見直し、
イベント見直し及び移管、
消防組織の見直し　等

6,085 12,115 9,596

Ⅴ
新たな収入
への見直し

道路占有料、排水指定業者
申請手数料、税外諸収入延
納金督促手数料及び延滞金
徴収

2,065 1,930 2,832

計 62,476 98,663 183,380
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十
八
年
度
・
十
九
年
度

の
二
カ
年
に
わ
た
っ
て
策

定
作
業
を
続
け
て
き
ま
し

た
「
地
区
計
画
書
」
が
町

内
十
九
行
政
区
全
て
で
完

成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
書
で
は
「
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
」
を
実
践
す
る
に

あ
た
り
、
地
区
に
あ
る
課
題
や

問
題
の
解
決
方
法
を
探
り
、
そ

の
主
体
を
①
地
域
で
で
き
る
こ

と
②
協
働
で
取
り
組
む
こ
と
③

町
が
取
り
組
む
こ
と
と
い
っ
た

形
で
役
割
分
担
が
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
各
地
区
と
も
オ

リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る
ま
ち

づ
く
り
の
基
本
目
標
が
設
け
ら

れ
、
地
域
へ
の
思
い
が
詰
ま
っ

た
一
冊
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

計
画
に
盛
り
込
ん
だ
内
容
に

つ
い
て
は
、
今
年
度
以
降
町
と

地
域
と
の
協
力
の
な
か
で
、
そ

れ
ら
の
実
現
を
検
討
し
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
十
九
行
政
区
の
計
画
書

は
、企
画
財
政
グ
ル
ー
プ
及
び
、

ハ
ー
ト
フ
ル
プ
ラ
ザ
・
は
し
か

み
、
石
鉢
ふ
れ
あ
い
交
流
館
で

閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
は

町
民
皆
様
の
協
力
が
あ
っ
て
初

め
て
動
き
出
し
ま
す
。
今
年
度

も
引
き
続
き
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

町
で
は
「
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
」
を
推
進
す
る
た
め
、
昨
年

度
か
ら
『
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

窓
口
』
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
よ
り
よ
い
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
に
、
皆
様
か
ら
の

い
ろ
い
ろ
な
相
談
や
提
案
等
に

つ
い
て
、
町
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
よ
り
満
足
度
の
高
い
も
の
と

す
る
た
め
、
実
現
の
可
能
性
や

方
法
等
を
全
庁
で
取
り
組
む
制

度
で
す
。

　

各
グ
ル
ー
プ
に
担
当
窓
口
員

が
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

総
務
課
企
画
財
政
グ
ル
ー
プ

　

☎
（
８
８
）
２
１
１
３

［シリーズ恊働のまちづくり⑤］

十
九
行
政
区
「
ま
ち
づ
く
り
計
画
書
」
が
完
成

地
域
の
皆
さ
ん
と
取

り
組
む
計
画
書
が
完

成
し
ま
し
た

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　

窓
口
制
度
が

　
　

開
設
さ
れ
て
い
ま
す

ま
ち
づ
く
り
の  “土
台
”で
き
あ
が
る

出前講座メニュー
・ごみの分別　　　・議会のしくみ
・介護保険制度　　・消費者苦情問題
・健康づくり　　　・町の歴史、文化財
・防犯、交通安全　　　　　　　　など

町では「協働のまちづくり」推進の一つとして、
町政に関する情報を提供し、町政に対する皆さ
んの要望を把握する事を目的に出前講座制度を
実施しています。概ね 10 人以上の集まりへ出向
きますので、まずはご相談ください。町ホーム
ページからも申請書をダウンロードできます。
（申請書→生涯学習関係→出前講座申込書）

出前講座ご利用ください

完成した地区計画書
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住民税とは住民税とは
市町村民税は、道府県民税とあわせて住民税と呼ばれています。

住民税は、都道府県や市町村に居住する住民がその地方団体に対して納めるものです。

住民税は町民税と県民税をあわせて計算します。
所得に応じて計算する所得割と、住民一人につき
一定額を課税する均等割を合計して計算します。

＝住民税 町民税均等割＋県民税均等割
＋町民税所得割＋県民税所得割

　給与収入には必要経費相当分としての給与所得控
　除があり、給与所得控除後の金額が所得となります

医療費控除・社会保険料控除・ 　
生命保険料控除・扶養控除など 　

①住民税全体の非課税
未成年・寡婦・寡夫・障害者に該当し、合計所得金額が
125万円以下の人
②均等割の非課税
合計所得金額が〔28万円×（１+扶養人数）＋16.8万円〕
以下の人。ただし、扶養がない場合は28万円以下
（控除対象配偶者は1人として数えます）
③所得割の非課税
総所得金額等の合計額が〔35万円×（１+扶養人数）＋
32万円〕以下の人。ただし、扶養がない場合は35万円以
下（控除対象配偶者は1人として数えます）

①普通徴収
事業所得者などの住民税は納税通知書により通知さ
れ、6 月、８月、10 月、12 月の４回に分けて納付
していただきます。
②特別徴収
給与所得者で、会社等で住民税を毎月給与から天引
きし、例年 6月から翌年の 5月までの 12 カ月で徴
収していただきます。

　65 歳以上の方で前年の合計所得金額が 125 万円以
下の方に対する非課税措置が廃止されました。平成
18・19 年度は経過措置がとられておりましたが、今
年度からは本来の税額で課税されます。

　　　　　　　　平成 18 年度⇒税額の 2/3 を減額
　　　　　　　　平成 19 年度⇒税額の 1/3 を減額

　税源移譲により、所得税率の変更による税負担の軽
減の影響は受けず、住民税率の変更による税負担の影
響のみを受ける方については、既に納付済みの平成
19 年度分の住民税額から、税源移譲により増額となっ
た住民税相当額を還付します。
　この経過措置を受けるには平成 20 年７月に申告が
必要となります。（詳しくは広報はしかみ６月号に掲
載します）

❶ 所得割の計算

［ ］

［ ］

町民税 県民税 計
６% ４％ 10%

【所得割の税率】

❷ 均等割の額

町民税 県民税 計
3,000 円 1,000 円 4,000 円

❸ 住民税の非課税基準

❹ 納税方法

　【STEP2】課税所得金額を求めます。
課税所得金額＝所得－各種所得控除

　【STEP1】所得を計算します。
所得＝収入－必要経費

　【STEP3】所得割を計算します。
所得割額＝
　課税所得金額×税率－調整控除－配当控除額等

↓
❺ 65歳以上の方の非課税措置の廃止

❻ 年度間の所得変動に係る経過措置

［ ］

【問い合わせ】
町民課　税務グループ　☎88-2129

夜間納税相談開説中！
昼間留守がちな方々を対象に、夜間納税相談を実施し
ています。お電話での相談にも応じますので、お気軽
にご利用ください。
○相談日：毎週火曜日
○時　間：17:30～ 19:30
○場　所：役場１階　町民課税務グループ
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成
人
期
の
健
康
づ
く
り
平
成
十
九
年
十
二
月
に
策
定
し
た
食
育
推
進
計

画
に
つ
い
て
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

広
げ
よ
う
！
笑
顔
の
輪

　

伝
え
よ
う
！
ふ
る
さ
と
階
上
の
味

　

こ
の
四
月
よ
り
小
学
校
教
員

か
ら
派
遣
社
会
教
育
主
事
と
し

て
階
上
町
に
お
世
話
に
な
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
主
に
家
庭
教
育

や
子
ど
も
た
ち
の
事
業
を
担
当

し
ま
す
。
微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
階
上
町
の
た
め
に
尽
力
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

福
祉
グ
ル
ー
プ
の
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
に
て
、
高
齢
者

支
援
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
地
域
の
皆
様
の
ニ
ー

ズ
は
何
か
と
い
う
事
を
日
々
考

え
、
こ
た
え
て
い
け
る
よ
う
な

仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
、
日
々

努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

企
画
財
政
グ
ル
ー
プ
で
主
に

財
政
に
つ
い
て
担
当
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
出
身
は
青
森

市
で
階
上
町
の
こ
と
に
つ
い
て

は
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
こ
と
が

多
く
、
戸
惑
う
毎
日
で
す
。
一

日
も
早
く
仕
事
を
覚
え
、
階

上
町
の
一
員
と
な
っ
て
、
み
な

さ
ん
と
一
緒
に
町
の
発
展
に
携

わ
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

大
おおがま

釜　啓
ひろのぶ

伸
（派遣社会教育主事・

教育課）

塩
しお や

谷　麻
ま み こ

美子
（新採用・総務課）

武
たけ べ

部　竜
りょうすけ

祐 
（新採用・保健福祉課）

よろしくお願いします
階上町役場新職員紹介

階
上
町
食
育
推
進

基
本
計
画
の
概
要
③

（
一
）
階
上
町
の
食
生
活
の
現
状

成
人
の
肥
満
が
増
え
て
い
ま

す
。

（
二
）
取
り
組
み
目
標

み
ん
な
で
実
践

　

い
き
い
き
健
康
づ
く
り

○
適
切
な
食
生
活
の
実
践

○
運
動
の
実
践

○
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
事
業

の
充
実

（
三
）
主
な
取
り
組
み
方
法

○
取
り
組
み
団
体

行
政
、
食
生
活
改
善
推
進
員
会
、

各
運
動
自
主
活
動
サ
ー
ク
ル

○
取
り
組
み
内
容

家
庭
に
お
け
る
取
り
組
み
が
継
続

で
き
る
よ
う
地
域
は
細
か
な
働
き

か
け
を
行
い
、
行
政
は
家
庭
、
地

域
で
の
健
康
づ
く
り
を
行
い
や
す

い
よ
う
専
門
的
支
援
を
行
い
ま

す
。

・
男
性
の
料
理
教
室
等
の
開
催

・
食
生
活
、
運
動
に
関
す
る
学

習
機
会
の
充
実

・
食
生
活
改
善
推
進
員
会
、
各

運
動
自
主
活
動
サ
ー
ク
ル
の
Ｐ

Ｒ
の
強
化

・
受
診
し
や
す
い
健
診
体
制
の

見
直
し
、
保
健
指
導
の
充
実

・
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
情
報

提
供

【
問
い
合
わ
せ
】

　

保
健
福
祉
課

　
　
　
　

健
康
増
進
グ
ル
ー
プ

☎
（
８
８
）
２
２
１
９
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【編み物】
・第1・3木曜日 13:00～15:00　開講6月5日
・講師：講談社カルチャースクール全国編み物KCS・
　　　手芸講師　竹本肥子氏

【書　道】
・第１土曜日 9:30～11:30　開講：6月７日
・講師：日本教育書道連盟教授　百鳥清四氏

【油　絵】
・第2・4土曜日 13:30～15:30　開講6月14日
・講師：現代美術家協会会員　田口美樹男氏

【茶　道】
・第3金曜日10:00～12:00　開講：6月20日
・講師：福田宗和氏

【川　柳】
・第3土曜日 13:00～15:00　開講6月21日
・講師：八戸川柳社同人  豊巻つくし氏

【フラダンス】 
・毎週火曜日 19:00～21:00　開講9月16日
・講　師：フラダンス講師　内野慶子氏

【カラオケ】
・第1木曜日 13:00～15:00　開講　6月5日
・講師：ビクター歌謡教室講師　小林忠男

【お　花】
・第４月曜日 10:00～12:00　開講6月23日
・講師：1級フラワー装飾技能士　中村眞江氏

【日本のうた】
・第1・3土曜日 19:00～21:00　開講　7月5日
・講師：外崎カツ子氏／伴奏：馬場涼子氏

【木版画・絵手紙】
・第2・4土曜日 14:00～16:00　開講　7月12日
・講師：日本版画院同人　佐藤　明氏

【ふるさと料理】
・第3木曜日 10:00～12:00　
　　　　　 開講　7月17日
・講師: 松橋勝美氏他

春です！　　 　なにか始めてみませんか！
公民館講座 学習活動支援ボランティア

（マナバンク登録者）

○マナバンクとは？
　特技や経験をお持ちの方々を登録した人材バンクの
ことです。これまで培ってきた経験等を活かし、広く
地域・学校・グループ等での学習活動を支援していた
だくもので、学習成果の活用の場と、地域・学校等で
の学習機会を広げます。
○活用までの主な流れ
①「マナバンク」登録申請
②登録者リスト作成・配布
③登録証交付式・研修会
④グループ・学校等からのボランティア依頼
⑤学習活動支援ボランティア
＜主な活動具体例＞
生け花、茶道、書道、歴史、料理（郷土食 , ソバ打ち ,
漬物作り , パン作り･･･）、読み聞かせ、昔話、外国語、
コンピューター、各種創作活動、園芸・栽培、音楽・
楽器、各種スポーツ、昔の遊び（お手玉 , おはじき ,
凧作り , 竹細工 , ワラ細工･･･）

【募 集 対 象 】
町内に在住・在勤・在学し、学習活動を支援できる個
人・団体・グループ・企業等
【申し込み方法】
登録申込書に必要事項を記入のうえ、写真を添えてお
申し込みください。（郵送又は持参に限ります）
・写真は返却いたしませんのでご了承ください。

（写真の裏面に氏名をご記入ください）
・「私の周りにこんな方がいます！」という推薦で
も構いません。事務局で本人に登録確認をします。

・申込書設置場所：役場（企画財政グループ）・ハー
トフルプラザ・道仏公民館・石鉢ふれあい交流館

・町ホームページからもダウンロードできます。
●申込締切：5月 30 日（金）

●原則、無償の活動です
●登録者にはボランティア活動保険をおかけします。
●登録者全員に依頼があるとは限りません。あらかじ
めご了承ください

○各回とも６回
○受 講 料：無料（但し、材料費等別途）
○申し込み：各公民館まで、5月 19日（月）又は
各講座開講５日前までにお申し込みください。町ホーム
ページ「生涯学習情報」からも申し込みできます。

中央公民館（ハートフルプラザ内） ☎88-2044・88-2522

道仏公民館　☎89-2110

【申し込み・問い合わせ】
階上町生涯学習まちづくり推進本部事務局

総務課　企画財政グループ　88-2113/FAX 88-2117
e-mail : takako_ha@town.hashikami.aomori.jp

募 集
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○
支
給
要
件

請
求
者
が
、
①
日
本
国
内
に
住

所
を
有
し
、
②
一
定
の
児
童
を

監
護
し
か
つ
そ
の
児
童
と
一
定

の
生
計
関
係
に
あ
り
、
③
所
得

が
一
定
の
額
（
下
表
）
に
満
た

な
い
こ
と
。

○
支
給
月
額

<

３
歳
未
満>

　

一
律　

一
万
円
（
但
し
、
３

歳
到
達
後
の
翌
月
分
か
ら
は
第

１
子
、
第
２
子
は
五
千
円
と
な

り
ま
す
。）

<

３
歳
以
上>

　

第
１
子
・
第
２
子　

五
千
円

　

第
３
子
以
降　
　
　

一
万
円

　
（
但
し
、
12
歳
到
達
後
最
初

の
年
度
末
ま
で
支
給
）

○
認
定
請
求

・
支
給
要
件
に
該
当
す
る
と
思

わ
れ
る
方
は
、
印
鑑
（
認
め

印
可
）・
通
帳
・
保
険
証
を

持
参
の
う
え
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。（
申
請
し
た
翌
月
分

か
ら
受
給
で
き
ま
す
。）

・
申
請
書
の
ほ
か
に
所
得
証
明

書
な
ど
必
要
に
応
じ
て
添
付

書
類
を
提
出
し
て
い
た
だ
き

手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
手

続
き
先
は
、
現
在
加
入
し
て
い
る

年
金
制
度
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

年
金
額
は

据
え
置
き
と
な
り
ま
し
た

　

平
成
19
年
の
年
平
均
の
全
国

消
費
者
物
価
指
数
の
対
前
年
比

率
変
動
率
の
確
定
値
が
０.０
％
と

な
り
ま
し
た
の
で
、
平
成
20
年

度
の
年
金
額
は
、
平
成
19
年
度

と
同
額
に
据
え
置
か
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

○
老
齢
基
礎
年
金

（
満
額
・
40
年
間
納
め
た
場
合
）

　

７
９
２
，１
０
０
円

○
障
害
基
礎
年
金

　
（
１
級
）
９
９
０
，１
０
０
円

　
（
２
級
）
７
９
２
，１
０
０
円

○
遺
族
基
礎
年
金

　
（
子
の
あ
る
妻
）

　

１
，０
２
０
，０
０
０
円

　
（
子
の
み
・
１
人
）

　

７
９
２
，１
０
０
円

【
問
い
合
わ
せ
】

　

八
戸
社
会
保
険
事
務
所

☎
（
４
４
）
１
７
４
２

　

町
民
課
戸
籍
住
民
グ
ル
ー
プ

☎
（
８
８
）
２
１
１
９

※老人扶養親族がある場合には、限度額に
1人につき 6万円加算されます。

※扶養親族等の数が 6人以上の場合の限度
額は、1人につき 38 万円加算されます。

＜扶養親族所得制限額表＞

　
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
が

届
い
た
ら

　

平
成
20
年
10
月
ま
で
の
間
に

現
役
加
入
者
の
方
々
へ
「
ね
ん

き
ん
特
別
便
」
を
お
送
り
し
ま

す
。
社
会
保
険
庁
で
わ
か
っ
て

い
る
皆
様
の
年
金
記
録
の
お
知

ら
せ
で
す
の
で
、
次
の
点
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

①
漏
れ
て
い
る
記
録
は
な
い
か
。

②
お
勤
め
し
て
い
た
会
社
名
な

ど
書
か
れ
て
い
る
こ
と
に
間

違
い
は
な
い
か
。

③
空
白
の
期
間
は
な
い
か
。

④
旧
姓
で
加
入
し
て
い
た
期
間

は
な
い
か
。

　

確
認
い
た
だ
き
ま
し
た
ら
、

「
年
金
加
入
記
録
回
答
票
」
に

そ
の
結
果
を
ご
記
入
い
た
だ
き

返
信
用
の
封
筒
で
ご
返
送
く
だ

さ
い
。お
勤
め
先
に
よ
っ
て
は
、

回
答
票
の
と
り
ま
と
め
を
ご
協

力
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
の
で
、
お
勤
め
先
に

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
に
記
載
さ

れ
て
い
る
氏
名
、
生
年
月
日
、
住

所
が
誤
っ
て
い
る
場
合
は
、
別
途

ま
す
。

・
昨
年
度
支
給
要
件
に
該
当
し

な
か
っ
た
方
で
、
今
年
該
当

す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
5
月

30
日
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

・
申
請
に
必
要
な
書
類
は
、
保

健
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

保
健
福
祉
課
福
祉
グ
ル
ー
プ

☎
（
８
８
）
２
６
４
１

年
金
だ
よ
り

児
童
手
当
の
お
知
ら
せ

学校再編計画の策定について
＜地域懇談会を開催します＞

教育委員会では、平成 18 年度から学
校の適正配置等の問題について検討
し、その内容について、広報 1 ～ 2
月号でも報告しております。つきま
しては今年度より登切小学校、金山
沢小学校、階上小学校の学校再編計
画を策定することと致しました。下
記日程で地域懇談会を開催しますの
で、是非ご参加ください。

＜地域懇談会日程＞
○5月20日（火）午後7時　登切集会所
○5月21日（水）午後7時　金山沢集会所
○5月22日（木）午後7時　森の交流館

【問い合わせ】教育課　教育グループ　
☎ 88-2495



11 広報はしかみ　2008・5

≪基本健診・特定健診・後期高齢者健診について≫
・40 ～ 74歳の国保・生活保護の方、後期高齢者医療で介護認定を受けていない方には個別に詳細を通知します

平成20年度　住民健診のお知らせ

※１　65 歳以上の方は、健診と同時に生活機能チェックを実施します。介護認定を受けている方は健診のみとなります。
※２　国保の方が対象で、特定健診を含む基本健診（腹部エコー、視力検査付き）、胃・肺・大腸がんがセットになったもの。
※３　特定健診を八戸市総合健診センターに委託する会社等については、健診センターまたは町内集会施設において、

がん検診と同日に特定健診を受けることができます。ただし特定健診の申し込みは会社等の案内に従ってください。
※４　後期高齢者医療で高血圧、糖尿病、高脂血症で服薬等の治療をされている方は、受診しなくてもよろしいです。

☆ 20歳以上であれば市内産婦人科医院でも受診できます。乳がん検診を希望しない方はぜひ医療機関をご利用ください。
【問い合わせ】保健福祉課健康増進グループ　☎ 88-2219

③特定健診等実施医療機関（６５歳以上の方、障害者手帳（身体１～４級、愛護、精神）を持っている方のみ）
　≪申し込み方法≫直接医療機関に申し込みください。

✿がん検診等自己負担額　八戸市総合健診センター、医療機関共通

②町内集会施設（国保ドック、婦人がん検診は実施しません）
　≪申し込み方法≫後日、広報と同時配布する申し込み用紙で申し込むか、保健福祉課へ電話　☎88-2219

　イ　優先日以外で受けるとき
　≪申し込み方法≫受診希望の３週間前までに直接八戸市総合健診センターに申し込みください。　☎45-9131

≪がん検診等について≫　下表✿の検診について保険証の種類を問わず受診できます。
≪健 ( 検 ) 診会場と申し込み方法について≫
①八戸市総合健診センター（青葉二丁目）
　ア　階上優先日で受けるとき（後日、詳しいバスの運行経路及び申し込みはがきを配布します）
　≪申し込み方法≫後日、広報と同時配布する申し込み用紙で申し込むか、保健福祉課へ電話　☎88-2219
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・・・・・・・・・・・お知らせ　Information 

　

６
月
１
日
は
、
人
権
擁
護
委

員
法
が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

戦
後
基
本
的
人
権
の
尊
重
を
基

調
と
し
た
日
本
国
憲
法
が
制
定

さ
れ
、
昭
和
23
年
に
人
権
擁
護

委
員
制
度
が
、
翌
24
年
に
人
権

擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
地
域
住
民

の
中
に
あ
っ
て
国
民
の
基
本
的

人
権
を
擁
護
す
る
機
関
で
あ
る

人
権
擁
護
委
員
制
度
が
誕
生
し

ま
し
た
。

○
特
設
人
権
相
談
所

　

家
庭
内
暴
力
や
離
婚
問
題
な

ど
家
庭
の
も
め
ご
と
、
セ
ク

シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
騒
音

な
ど
近
隣
間
の
ト
ラ
ブ
ル
、
子

ど
も
の
い
じ
め
な
ど
、
身
近
な

困
り
ご
と
の
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
の
で
、
ひ
と
り
で
悩
ま
な

い
で
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。

■
日
時　

６
月
６
日
（
金
）

　

13
時
〜
15
時

■
場
所　

ハ
ー
ト
フ
ル
プ
ラ

ザ
・
は
し
か
み
（
和
室
）

■
相
談
担
当
者

　
（
町
の
人
権
擁
護
委
員
）

北
城　

忍(

榊)☎
87
‐
３
６
７
８

松
倉
チ
ヱ(

金
山
沢)

☎
88
‐
４
５
１
３

坂
下
武
治(

野
場
中)

☎
88
‐
３
３
７
６

桑
原
則
子(

赤
保
内)

☎
88
‐
２
５
５
１

根
岸
龍
典(

晴
山
沢)

☎
88
‐
３
１
０
７

【
問
い
合
わ
せ
】

　

町
民
課
戸
籍
住
民
グ
ル
ー
プ

☎
（
８
８
）
２
１
１
９

■
日
時　

６
月
７
日
（
土
）

　

10
時
〜
16
時

■
場
所　

青
森
地
方
法
務
局
八

戸
支
局
（
八
戸
市
根
城
９
丁

目
13
│
９
）

■
相
談
担
当
者　

公
証
人
・
司

法
書
士
・
土
地
家
屋
調
査
士
・

人
権
擁
護
委
員
・
法
務
局
職

員
【
問
い
合
わ
せ
】

青
森
地
方
法
務
局
八
戸
支
局
総
務
課

☎ （
２
４
）
３
３
４
６

　

国
の
行
政
が
行
う
仕
事
に
つ

い
て
の
苦
情
や
意
見
・
要
望
な

ど
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
行
政
相

談
員
が
「
無
料
」
で
「
秘
密
を

厳
守
」
し
、
親
身
に
な
っ
て
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。
手
紙
や

電
話
で
も
お
受
け
し
ま
す
の

で
、お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

■
町
の
行
政
相
談
員

　

桑
原
定
男
☎
88
‐
３
２
０
２

　

森
由
美
子
☎
89
‐
２
４
２
１

■
合
同
相
談
日

　
（
毎
月
第
三
火
曜
日
）

　

日
時　

５
月
20
日
（
火
）

　

13
時
〜
15
時

場
所　

ハ
ー
ト
フ
ル
プ
ラ

ザ
・
は
し
か
み

【
問
い
合
わ
せ
】

　

総
務
課
総
務
グ
ル
ー
プ

☎
（
８
８
）
２
１
１
２

　

国
の
「
特
別
栽
培
農
産
物
に

係
わ
る
表
示
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

階
上
町
の
慣
行
栽
培
基
準
レ
ベ

ル
を
設
定
し
ま
し
た
。た
だ
し
、

こ
の
慣
行
レ
ベ
ル
は
町
内
の
平

均
的
な
も
の
で
あ
り
、
町
内
全

て
に
適
用
す
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

・
作
目 

水
稲

　

節
減
対
象
農
薬

（
使
用
成
分
回
数
）
20
回

※
使
用
成
分
回
数
20
回
は
年
間

の
農
薬
散
布
回
数
で
は
な
く
、

農
薬
の
成
分
と
し
て
の
使
用
回

数
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

産
業
建
設
課
産
業
振
興
グ
ル
ー
プ

　
　
　

☎
（
８
８
）
２
１
１
６

　

最
近
、
県
外
の
農
業
用
た
め

池
で
痛
ま
し
い
事
故
が
発
生
し

て
お
り
ま
す
。
た
め
池
に
は
危

険
な
場
所
も
あ
り
ま
す
の
で
、

立
ち
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

生
徒
・
児
童
に
よ
る
た
め
池
で

の
事
故
を
未
然
に
防
止
す
る
た

め
、
地
域
で
子
供
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

○
子
供
が
た
め
池
な
ど
危
険
な

場
所
へ
近
よ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
た
め
池
を
管
理
し
て
い
る
人

は
、
看
板
を
設
置
す
る
な
ど
し

て
危
険
防
止
に
努
め
て
く
だ
さ

い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

産
業
建
設
課
土
木
建
設
グ
ル
ー
プ

　

☎
（
８
８
）
２
１
１
８

　

ご
指
定
の
金
融
機
関
の
預
貯

金
口
座
か
ら
、
町
税
等
の
納
期

限
の
日
に
自
動
的
に
振
り
替
え

て
納
め
る
便
利
な
制
度
で
す
。

【
手
続
き
】

　

最
寄
り
の
金
融
機
関
、
郵
便

局
の
窓
口
に
申
込
用
紙
を
備
え

付
け
て
あ
り
ま
す
の
で
、
預
貯

金
口
座
の
あ
る
金
融
機
関
及
び

郵
便
局
の
窓
口
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。申
し
込
み
の
際
は
、

預
貯
金
通
帳
と
そ
の
印
鑑
、
申

し
込
み
を
さ
れ
る
町
税
等
の
納

税
通
知
書
等
の
通
知
番
号
の
分

か
る
書
類
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

【
取
扱
金
融
機
関
等
】

青
森
銀
行
（
本
・
支
店
）、
み

ち
の
く
銀
行
（
八
戸
市
内
）、

八
戸
広
域
農
業
協
同
組
合
階
上

法
務
局

な
ん
で
も
相
談
所

相　談

慣
行
栽
培
基
準
レ
ベ
ル

の
策
定
に
つ
い
て

お知らせ

た
め
池
に
近
寄
ら

　
　
　
　
　

な
い
で
！

お知らせ

納
税
に
は
口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

税

人
権
擁
護
委
員
制
度
を

ご
存
知
で
す
か
‼

特
設
人
権
相
談
所
開
設

相　談

春
の
行
政
相
談
週
間

　

５
月
19
日
（
月
）

　
　
　
　

〜
25
日
（
日
）

相　談
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支
店
、
八
戸
信
用
金
庫
、
青
森

県
信
用
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

（
階
上
漁
協
）、
郵
便
局

【
口
座
振
替
で
き
る
も
の
】

町
県
民
税
（
普
通
徴
収
）、
固

定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、
国

民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料

【
問
い
合
わ
せ
】

　

町
民
課
税
務
グ
ル
ー
プ

　

☎
（
８
８
）
２
１
２
９

広
報
は
し
か
み
に
掲
載
す
る
有

料
広
告
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

皆
様
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
要
綱
に
よ
り
、
掲
載
で

き
る
広
告
内
容
に
制
限
が
あ
り

ま
す
の
で
、
必
ず
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

■
広
告
料

①
５
×
18
㎝ 

１
０
，５
０
０
円

②
５
×
９
㎝ 　

５
，２
５
０
円

※
階
上
町
以
外
の
業
者
が
掲
載

す
る
場
合
は
５
割
増
し

■
申
し
込
み

掲
載
し
た
い
月
の
前
月
10
日
ま

で
（
７
月
号
掲
載
の
場
合
は
６

月
10
日
ま
で
）
総
務
課
に
あ
る

申
込
書
に
広
告
原
稿
を
添
え
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
内
容

を
審
査
し
て
掲
載
の
可
否
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

■
掲
載
イ
メ
ー
ジ（
左
図
参
照
）

１
ペ
ー
ジ
目
を
除
く
下
一
段
で

黒
一
色
刷
り
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

総
務
課
総
務
グ
ル
ー
プ

　

☎
（
８
８
）
２
１
１
２

広
報
は
し
か
み
に
広
告
を

掲
載
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

募　集■職種・募集人員
上　級：一般行政事務　若干名
（大学卒業程度）
初　級：一般行政事務　若干名
（高校卒業程度）
■受験資格
上級：S58.4.2 ～ S62.4.1 までに生まれた者で、大学

を卒業した者又は H21.3.31 までに大学卒業
見込みの者

初級：S62.4.2 ～ H3.4.1 までに生まれた者で、高校
を卒業した者又は H21.3.31 までに高校卒業
見込みの者

■試験の内容
①一次試験：教養試験・専門試験（各２時間） 
　　※初級は教養のみ
②二次試験（一次試験合格者のみ）：論文（初級は作文）
　　面接・適性検査
■試験日・会場
①一次試験　上級 7月 20 日（日）10:00
　　　　　　初級 9月 21 日（日）10:00
②試験会場　青森市（詳細は申込者に連絡します）
③二次試験　一次試験合格者に追って通知します
■受験手続・受付期間
階上町職員採用試験申込書を役場総務課に提出し
てください。
受付期間　上級：5月 15 日～ 6月 5日
　　　　　初級：7月 1日～ 31 日
募集要項等は町ホームページでもご覧になれます。
問い合わせ　総務課総務グループ　☎ 88-2112

………
………
………

………
………
………

………
………
………

○○建設
増設・リホームなんでも

階上町
職員募集

【問い合わせ】総務課　企画財政グループ　☎88-2113

（注）
①申込順により買主を決
定します。

②平成 21 年３月までに
土地代金を納めていた
だきます。

③電気・水道・消火栓有
④第 1種住居地域
　（建ぺい率 60％

容積率 200％）

新たな空間を備えた住宅団地として生まれ変わった駅前中央団地の現地見学会を開新たな空間を備えた住宅団地として生まれ変わった駅前中央団地の現地見学会を開
催します。近い将来完成予定の八戸南道路のインターにも近く、将来性のある住宅分催します。近い将来完成予定の八戸南道路のインターにも近く、将来性のある住宅分
譲地ですので、住宅購入を考えている方は、ご購入を検討されてはいかがでしょうか。譲地ですので、住宅購入を考えている方は、ご購入を検討されてはいかがでしょうか。

■現地見学会■
　５月17日（土）

～18日（日）　
　９:00～16:00

（現地受付）　

現 地 見 学 会 開 催

分譲地

新たな空間を備えた住宅団地として生まれ変わった駅前中央団地の現地見学会を開
催します。近い将来完成予定の八戸南道路のインターにも近く、将来性のある住宅分
譲地ですので、住宅購入を考えている方は、ご購入を検討されてはいかがでしょうか。

No 所　在 面積（㎡） 価格（円） No 所　在 面積（㎡） 価格（円）
① 榊山 9-49 259.00 3,341,100 ⑦ 榊山 9-59 269.60 3,477,840
② 榊山 9-69 305.81 3,944,949 ⑨ 榊山 9-60 276.33 3,564,657
③ 榊山 9-67 275.96 3,559,884 ⑩ 榊山 9-45 292.39 3,771,831
④ 榊山 9-65 276.22 3,563,238 ⑪ 榊山 9-46 471.30 6,079,770
⑤ 榊山 9-63 274.69 3,543,501 ⑫ 榊山 9-74 225.93 2,914,497
⑥ 榊山 9-61 274.23 3,537,567 ⑬ 榊山 9-75 292.07 3,767,703

新
た
な
住
宅
団
地
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た

駅
前
中
央
団
地
を
分
譲
し
ま
す
！
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こころ豊かなケアの実践と
人の関わりを大切にする

グループホームゆとり

入居者募集中！
いつでもお気軽にお立ち寄りください
AED設置所（24時間対応可能）

039-1211　三戸郡階上町蒼前東６丁目9-181
TEL・FAX　0178-88-1920

（広告）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（広告） （広告）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（広告）

訪問介護スタッフ募集 !!
必要資格：ヘルパー２級以上
応募方法：電話連絡の上、委細面談（履歴書持参）
〒 039-1212　三戸郡階上町蒼前西２丁目９番の 988
Tel 0178-88-2595（担当　酒田）

○
中
央
公
民
館
（
ハ
ー
ト
フ
ル
プ
ラ
ザ
）

☎
（
８
８
）
２
５
２
２

　

日
に
日
に
干
あ
が
っ
て
い
く

茶
色
い
水
た
ま
り
で
、
き
ら
き

ら
光
る
魚
を
見
つ
け
た
日
か
ら

は
じ
ま
っ
た
。
国
境
を
越
え
る

長
い
旅
。
ち
ょ
っ
と
ふ
し
ぎ
で

あ
た
た
か
な
、
家
族
の
絆
の
物

語
。   

○
道
仏
公
民
館

☎
（
８
９
）
２
１
１
０

　

捕
獲
員
か
ら
す
っ
と
び
犬
を

守
る
た
め
、
テ
ィ
ナ
ー
と
ト
レ

バ
ー
が
考
え
た
の
は
催
眠
術
と

変
装
。 

う
ま
く
い
く
？
最
高

に
お
も
し
ろ
い
物
語
！   

○
石
鉢
ふ
れ
あ
い
交
流
館

☎
（
８
０
）
１
６
７
１

 　

新
鮮
で
、
安
全
、
安
心
、
美

味
し
い
四
季
折
々
の
野
菜
を
手

作
り
し
て
食
べ
た
い
と
、
家
庭

菜
園
を
始
め
る
方
に
と
っ
て
お

き
の
一
冊
。「
無
理
、無
駄
、
ム

ラ
」
を
な
く
し
て
楽
々
ズ
ボ
ラ

菜
園
を
楽
し
む
ヒ
ン
ト
が
満
載
。

■
本
を
借
り
る
に
は
図
書
貸
出

券
が
必
要
で
す
。
そ
の
場
で
発

行
で
き
ま
す
の
で
身
分
証
明
証

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。（
発
行

無
料
）

図
書
室
だ
よ
り

図
書
室
だ
よ
り　　

今
月
の
お
す
す
め
本

今
月
の
お
す
す
め
本

図
書
室
だ
よ
り

図
書
室
だ
よ
り　

今
月
の
お
す
す
め
本

今
月
の
お
す
す
め
本

図
書
室
だ
よ
り　

今
月
の
お
す
す
め
本

■貸出時間■

○中央公民館
　9～19時（月～土、日・祝日）
○道仏公民館
　9～17時（月～金）
　※土曜は15時まで
○石鉢ふれあい交流館
　9～19時（火～土、日・祝日）

「すっとび犬 指名手配」
J・ストロング作／
岡本浜江／分研出版

「フィッシュ Fish」
ＬＳマシューズ作／

三辺律子訳／すずき出版

「 楽々ズボラ菜園コツのコツ」
 南 洋 著/農文協

⑯

階
上
町
長　

浜
谷
豊
美

　

町
内
外
の
多
く
の
方
か
ら
親

し
ま
れ
て
い
る
階
上
岳
（
臥
牛

山
）
は
、
四
季
折
々
の
い
で
た
ち

で
、
一
年
を
と
お
し
て
自
然
を
満

喫
で
き
る
「
ふ
る
さ
と
の
山
」
で

す
。
四
月
二
十
五
日
に
は
山
開
き

安
全
祈
願
祭
も
執
り
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
山
の
木
々
も
、
も
え
ぎ

色
か
ら
次
第
に
色
濃
く
な
り
「
春

も
み
じ
」
を
体
感
し
て
頂
け
る
も

の
と
思
い
ま
す
。

　

恒
例
の
臥
牛
山
ま
つ
り
（
六
月

七
日
〜
八
日
）
は
、
昨
年
か
ら
会

場
を
登
山
口
の「
交
流
の
森
広
場
」

に
移
し
、
雨
天
時
で
も
安
心
し
て

楽
し
め
る
と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し

た
。
今
年
も
「
階
上
早
生
そ
ば
早

食
い
大
会
」
を
は
じ
め
、
野
外
ス

テ
ー
ジ
で
は
、郷
土
芸
能
（
七
日
）

や
第
一
回
カ
ラ
オ
ケ
大
会
（
八

日
）、
ラ
イ
ブ
シ
ョ
ー
な
ど
、
誰

で
も
楽
し
め
る
催
し
が
盛
り
だ
く

さ
ん
で
す
の
で
、
場
所
を
間
違
え

な
い

よ
う
に
お
越

し
下
さ
い
。

　

ま
た
、
今

年
は
北
海
道
洞

爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
が
、

七
月
に
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の

機
会
に
私
た
ち
も
、
身
近
な
と

こ
ろ
か
ら
自
然
を
愛
護
す
る
心
と
、

地
球
温
暖
化
対
策
CO2
削
減
に
つ
い

て
、
み
ん
な
で
真
剣
に
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。

人
が
集
い 
草
木
萌
え
出
る

　
　
　
　

臥
牛
の
山
開
き



3月中 年累計

発
生

460 
件

（－99）
1,668

件

（＋97）

死
者

7  
人

（－2）
12
人

（－7）

傷
者

577 
人

（－156）
2,099

人

（＋78）

☆平成 20 年県内の交通事故発生状況☆　青森県交通対策協議会

死
者
の
状
態

飲酒運転による死者 1 人
（±0）

高齢者の死者
～65歳以上の人～

5 人
（－9）

シ
ー
ト
ベ
ル
ト

自動車乗車中の死者 6 人
（±0）

非着用死者 4 人
（＋2）

着用していれば
助かったと思われる人

2 人
（＋1）

　

階
上
岳
の
雪
も
解
け
、
皆
さ

ん
が
心
待
ち
に
し
て
い
た
行
楽

シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
時
期
は
行
楽
シ
ー
ズ
ン
で

あ
る
と
共
に
林
野
火
災
の
シ
ー

ズ
ン
で
も
あ
り
ま
す
。
毎
年
こ

の
時
期
に
な
る
と
、
全
国
各
地

で
林
野
火
災
が
発
生
し
、
山
や

森
林
の
貴
重
な
緑
が
失
わ
れ
て

い
ま
す
。
特
に
今
年
の
冬
は
降

雪
量
が
少
な
く
、
山
や
森
林
が

乾
燥
し
て
い
る
た
め
、
林
野
火

災
の
発
生
し
や
す
い
状
態
に
あ

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
一
度
林

野
火
災
に
対
す
る
認
織
を
深
め
、

森
林
の
保
全
と
地
域
の
防
災
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
平
成
20
年
の
山
火
事

防
止
運
動
の
全
国
統
一
防
火
標

語
に
「
山
火
事
は 

地
球
の
未
来

も 

燃
や
し
ま
す
」
を
掲
げ
、
山

火
事
防
止
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

皆
様
の
一
層
の
ご
協
力
と
ご
理

解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◎
山
火
事
防
止
の
重
点
事
項

①
枯
草
等
燃
え
や
す
い
も
の

の
あ
る
場
所
で
は
た
き
火

を
し
な
い
。

②
火
気
等
の
使
用
後
、
そ
の

場
所
を
離
れ
る
と
き
は
完

全
に
消
火
す
る
。

③
強
風
ま
た
は
乾
燥
時
に
は
、

た
き
火
、
火
入
れ
等
を
し

な
い
。

④
た
ば
こ
の
始
末
を
確
実
に

し
、
吸
殻
は
投
げ
捨
て
な

い
。

⑤
火
遊
び
を
し
な
い
。

　

以
上
の
こ
と
を
守
り
、
私
た

ち
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る
森
林

を
火
災
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

『
平
成
20
年
八
戸
地
区
消
防
団

　
　
　
　
　
　
　
　

観
閲
式
！
』

　

消
防
団
員
の
士
気
を
高
め
る
た
め

八
戸
地
区
消
防
団
観
閲
式
が
5
月
25

日
（
日
）
に
、
八
戸
市
中
心
街
に
て

挙
行
さ
れ
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
、
消
防
団
員
の
災
害

に
立
ち
向
う
心
意
気
を
是
非
、
見
学

し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

『
山
火
事
防
止
に
ご
協
力
を
』

　

春
に
な
る
と
各
地
の
山
々
は
、
山

菜
採
り
の
入
山
者
で
賑
わ
い
ま
す
が
、

毎
年
遭
難
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
昨

年
の
山
菜
採
り
の
遭
難
状
況
は
遭
難

者
の
約
七
割
が
六
十
歳
以
上
、
遭
難

原
因
の
約
七
割
弱
が
「
道
迷
い
」
と

な
っ
て
い
ま
す
。

○
遭
難
防
止
の
た
め
に

【
山
に
入
る
と
き
】

・
で
き
る
だ
け
二
人
以
上
で
入
山
す
る
。

・
家
族
に
行
き
先
や
帰
宅
時
間
を
知

ら
せ
る
。

・
万
一
に
備
え
、
多
め
の
水
・
食
料
・

ラ
イ
タ
ー
、
雨
具
、
コ
ン
パ
ス
、
携
帯

電
話
な
ど
を
持
つ
。

【
山
に
入
っ
た
ら
】

・
お
互
い
に
声
を
か
け

あ
い
位
置
確
認
を
。

・
集
合
場
所
と
な
る
大

木
な
ど
目
標
物
を
定
め
る
。

【
万
一
迷
っ
た
ら
】

・
日
没
後
は
歩
き
回
ら
ず

救
助
隊
を
待
つ
。

・
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
音
が
聞
こ
え
た
ら

見
通
し
の
よ
い
場
所
で
タ
オ
ル
な
ど
を

振
っ
て
合
図
す
る
。

山
菜
採
り
の
遭
難
を
な
く
そ
う

☆平成 20 年階上町交通事故発生状況☆
3月31日現在 前年同期比増減

発生件数 7 － 1
死　　者 0 ± 0
傷 者 数 7 － 3
　　死亡事故ゼロ連続日数 213 日

※（　）内は前年比。累計は１月から。速報値のため後日変更することがあります。

四つのまもるくん
　　　運動実施中！

広報はしかみ　2008・5

消 防 情 報
火事は 119番
消防本部　☎ 44-2135
階上分署　☎ 88-2105

交 番 情 報
事件は 110番
階上交番　☎ 88-2022
田代駐在所　☎ 88-2110

15
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6　月
1 日 ◆運動会（階上小・赤保内小・金山沢小・登切小・大

　蛇小・小舟渡小・道仏小）

◆剣道クラブ（町民体育館10：00～12：00）

2 月 ◆燃やせないごみ収集日（全地区）

◆固定資産税第1期納期限

3 火 ◆燃やせるごみ収集日（中央・西部地区）

◆陶芸教室一般（～4日/陶芸作業所 10：00～15：00）

◆夜間納税相談（役場町民課税務グループ 17：30～19：30）

4 水 ◆空缶・空ビン・ペットボトル収集日（全地区）

◆新聞紙・ダンボール収集日（全地区）

5 木 ◆燃やせるごみ収集日（東部地区）

6 金 ◆特設人権相談所（ハートフルプラザ 13：00～15：00）

7 土 ◆臥牛山まつり（～8日/交流の森広場 10：00～16：00）

8 日 ◆剣道クラブ（町民体育館 10：00～12：00）

9 月 ◆燃やせないごみ収集日（全地区）

◆階上中学校フリー参観週間（～13日）

10 火 ◆燃やせるごみ収集日（中央・西部地区）

◆民俗資料収集館開放日（9：00～16：00）

◆夜間納税相談（役場町民課税務グループ 17：30～19：30）
11 水 ◆缶・空ビン・ペットボトル収集日（全地区）

◆雑誌・チラシ・古布・紙箱・包装紙・紙袋収集日（全地区）

12 木 ◆燃やせるごみ収集日（東部地区）

13 金

14 土 ◆三戸郡総合体育大会（～15日/田子町主会場）

15 日 ◆剣道クラブ（町民体育館10：00～12：00）

広報カレンダー　5月16日㈮～6月15日㈰
5　月

16 金

17 土

18 日 ◆剣道クラブ（町民体育館10：00～12：00）

19 月 ◆燃やせないごみ収集日（全地区）

20 火 ◆燃やせるごみ収集日（中央・西部地区）

◆粗大ごみ収集日（東部地区）

◆教育相談（ハートフルプラザ小会議室／ 13：00～16：00）

◆合同相談（ハートフルプラザ 13：00～15：00）

◆夜間納税相談（役場町民課税務グループ 17：30～19：30）

21 水
◆空缶・空ビン・ペットボトル収集日（全地区）

◆新聞紙・ダンボール収集日（全地区）

◆1歳6カ月児健康診査（H18.9.～H18.11月生まれ）

　　　　　（ハートフルプラザ 12：30～14：30）

◆ポリオ予防接種（みうらクリニック 受付12：30～13：00）

22 木 ◆燃やせるごみ収集日（東部地区）

23 金

24 土

25 日 ◆第17回つつじマラソン大会（中央体育館）

◆剣道クラブ（町民体育館 10：00～12：00）

26 月 ◆燃やせないごみ収集日（全地区）

27 火 ◆燃やせるごみ収集日（中央・西部地区）

◆民俗資料収集館開放日（9：00～16：00）

◆夜間納税相談（役場町民課税務グループ 17：30～19：30）

28 水 ◆空缶・空ビン・ペットボトル収集日（全地区）

◆雑誌・チラシ・古布・紙箱・包装紙・紙袋収集日（全地区）

◆ポリオ予防接種（みうらクリニック 受付12：30～13：00）

29 木 ◆燃やせるごみ収集日（東部地区）

30 金

31 土 ◆運動会（石鉢小）

◎ごみ収集日の地区区分◎

中央西部地区
石鉢、蒼前、野場中、角柄折、金山沢、田
代、晴山沢、平内、鳥屋部、赤保内、耳ケ
吠西　　　

東 部 地 区
耳ケ吠東、荒谷、大蛇、追越、榊、駅前、
道仏、小舟渡

ごみは、収集日の朝８時までに
指定された場所に出しましょう。

第５水曜日は、空缶、空ビン、
ペットボトルのみの収集です。

カレンダーの内容は町ホームページにも掲載しています。
（お知らせ→行事予定）

6月1日～10日は電波利用保護旬間です
　クリーンな電波環境が ICT社会を支えます。電波はみん
なのものだから、ルールを守って正しく使いましょう。電波
の混信・妨害についての相談は総務省相談窓口まで。
■総務省東北総合通信局相談窓口　☎ 022（221）0641

　６月からの出水期に備えて、水難救助救出訓練等の水防演

習を実施します。県、三八管内市町村、消防関係者等が参加

します。是非ご覧ください。

■日時　5月29日（木）　13時～16時頃まで

■場所　八戸市大字長苗代地内

　　　　（馬渕川大橋上流左岸高水敷）

【問い合わせ】三八地域県民局河川砂防施設課　☎ 27-5154

青森県水防演習開催します



17 広報はしかみ　2008・5
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正
部
家　

奨
／
作
・
佐
藤　

明
／
画

〈228〉
有　

谷　
　
　

升可憐な花として有名

ス
ズ
ラ
ン
（
ゆ
り
科
）

八
戸
藩
城
主
格
へ
の
道
（
六
）

　

鈴
蘭
。
最
近
、
め
っ
き
り
見

か
け
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ

た
。

　

「
ス
ズ
」
は
、
花
が
つ
い
て

い
る
状
態
が
、
お
祭
り
や
神
事

で
見
ら
れ
る
紐
に
つ
い
た
鈴
に

よ
く
似
て
い
る
こ
と
か
ら
。「
ラ

ン
」
は
葉
や
花
が
蘭
に
似
て
い

る
こ
と
か
ら
つ
け
ら
れ
た
。
別

名
「
君
影
草
」
は
、
こ
の
花
の

純
情
美
を
慕
う
君
の
姿
に
写
し

か
え
た
懸
想
の
名
前
と
も
い
わ

れ
る
。
荒
れ
た
草
地
の
中
に
気

丈
に
育
ち
、
微
香
を
放
っ
て
気

品
を
見
せ
て
咲
い
て
い
る
。
地

方
名
に
は
、
ウ
マ
ノ
ミ
ミ
・
キ

ツ
ネ
ノ
ウ
ル
イ
が
あ
る
。
栽
培

品
の
多
く
は
、
葉
裏
も
濃
緑
、

葉
も
花
茎
も
同
じ
高
さ
の
ド
イ

ツ
ス
ズ
ラ
ン
で
あ
る
。

　

鹿
児
島
藩
の
御
家
騒
動
の
概

略
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
。

　

藩
主
島
津
斉な

り

興お
き

の
跡
目
継
承

を
め
ぐ
っ
て
、
斉
興
の
正
妻
の

子
の
斉な
り

彬あ
き
らと
、
妾め
か
けの
由ゆ

良ら

の
子
、

久
光
の
い
ず
れ
を
立
て
る
べ
き

か
で
藩
内
は
対
立
し
て
い
ま
し

た
。

　

父
親
の
斉
興
や
家
老
、
重
臣

た
ち
は
、
祖
父
島
津
重し
げ

豪ひ
で

（
八

戸
藩
主
信
順
の
父
）
の
影
響

（
蘭
学
の
導
入
）
の
強
い
斉
彬

を
嫌
い
、
久
光
を
後
継
者
に
と

望
ん
で
い
た
の
が
実
情
で
あ
っ

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

こ
の
頃
よ
う
や
く
黒
字
化
し
て

き
た
藩
の
財
政
を
再
び
蘭
学
と

か
開
国
な
ど
に
よ
っ
て
悪
化
さ

せ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸

念
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
琉
り
ゅ
う

球き
ゅ
う（
今

の
沖
縄
県
）
を
実
効
支
配
し
、

外
洋
に
も
面
し
て
い
た
鹿
児
島

藩
は
、
こ
の
当
時
多
発
し
て
い

た
外
国
船
の
漂
着
や
襲
来
事
件

に
巻
き
込
ま
れ
る
事
も
多
く
あ

り
、
こ
の
為
に
も
西
洋
の
事
情

に
明
る
い
斉
彬
の
藩
主
襲
封
が

望
ま
れ
て
い
た
の
で
し
た
。

　

斉
彬
と
若
手
藩
士
た
ち
は

「
斉
興
隠
居
、家
老
失
脚
」
で
結

束
し
、
嘉
永
元
年（
一
八
四
八
）、

琉
球
に
お
け
る
密
貿
易
を
江
戸

幕
府
老
中
、
阿
部
正
弘
に
密
告

す
る
と
い
う
手
段
に
出
た
為
に

国
家
老
の
調ず

所し
ょ

は
失
脚
、
江
戸

藩
邸
で
急
死
（
自
殺
）
し
ま
し

た
。（
江
戸
城
で
事
情
聴
取
を

受
け
た
直
後
）

　

こ
の
後
も
斉
彬
擁よ
う

立り
つ

派
へ

の
徹
底
し
た
弾
圧
が
お
こ
な
わ

れ
、
斉
彬
の
襲
封
は
絶
望
的
に

見
え
ま
し
た
が
、
こ
の
時
に
立

ち
上
が
っ
た
の
が
鹿
児
島
藩
の

下
級
武
士
の
子
た
ち
で
し
た
。

　

そ
こ
に
は
西
郷
吉
兵
衛
の

子
の
吉
之
助
（
の
ち
の
隆
盛
）、

大
久
保
利
世
の
子
の
一
蔵
（
の

ち
の
利
通
）
が
い
ま
し
た
。



6月2日は

固定資産税　第 1期
の納期限です。

期限内に納めましょう。

【問い合せ】町民課　税務グループ
　　　　　　☎88-2114

18広報はしかみ　2008・5

わが町の文化財
階上町指定有形文化財第２号(平成20年3月21日指定)

所在地：寺下観音　　　大きさ：縦 45.5cm×横 192 cm
星
せい

風
ふう

亭
てい

白
びゃっ

虎
こ

願
がん

主
しゅ

 文化八年（1811年）俳諧献額

　

八
戸
地
域
の
俳
諧
の
歴
史
は
古
く
、
三
百
年
以
上
の
伝
統
を
も
つ
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
額
は
寺
下
観
音
堂
に
奉
納
さ
れ
た
一
番
古
い
俳
諧
奉

納
献
額
で
す
。
額
に
は
八
戸
地
域
俳
諧
の
祖
、
八
戸
藩
七
代
藩
主
南
部
信
房

公
の
句
を
巻
頭
に
置
き
、
当
時
の
藩
士
や
商
人
等
三
十
七
人
の
句
が
載
せ
て

あ
り
ま
す
。
句
は
全
て
寺
下
の
情
景
を
詠
ん
だ
句
で
あ
り
、
当
時
の
寺
下
観

音
の
隆
盛
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
史
料
で
す
。

編集後記
　今号より広報はしかみを担当するこ
とになりました。階上町の旬な話題や
情報をお届けすべく町のあちこちにカ
メラを持って出没!?します。読みやす
くて、わかりやすい、楽しい広報づく
りに努めて参りますのでどうぞよろし
くお願いします。(T)

戸籍の窓　平成20年 4月受付分（敬称略）

人のうごき
世帯数と人口

平成20年５月1日現在（±前月比）
　世帯数　 5,582世帯（＋40）
　総人口　14,894人　（＋22）
　　男　　 7,474人　（＋14）
　　女　　 7,420人　（＋ 8）

  （父の名・母の名） （地区名）

髙屋敷　龍
たつ

　暉
き

（　誠　・ひとみ）追　越

奥　山　歩
ほの

　香
か

（　覚　・奈津子）　榊

上　野　広
ひろ

　輝
き

（忠　広・和香子）道　仏

田　代　悠
ゆう

　惺
せい

（裕　喜・優　子）野場中

お誕生おめでとう お悔やみ
　申し上げます

（年齢・地区名）
渡　部　直　樹（72・耳ヶ吠西）

覀　山　金　　（88・金山沢）
谷　川　輝　雄（61・金山沢）

名久井　信三郎（74・野場中）

松　田　はつゑ（93・大　蛇）

野　沢　三　弥（86・大　蛇）

　森　　タ　イ（72・小舟渡）

濵　谷　た　み（89・　榊　）

髙　山　富士雄（67・道　仏）
（住所又は元の本籍）

（中　村　慎　一（駅　　前））　腰　細　ユ　ミ（石　　鉢）

（水　野　　操　（金 山 沢））　杉　本　美佐子（八 戸 市）

（小笠原　　健　（耳ヶ吠東））　阿　部　憲　子（石　　鉢）

前途を
祝福します

広
報
は
し
か
み
５
月
号

№
５
８
４

発
行
／
階
上
町　

〒
０
３
９
―
１
２
０
１　

青
森
県
三
戸
郡
階
上
町
大
字
道
仏
字
天
当
平
１
―
87

編
集
／
総
務
課　

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
０
１
７
８
）８
８
―
２
１
１
２　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
１
７
８
）８
８
―
２
１
１
７　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス　

http://w
w
w
.tow

n.hashikam
i.aom

ori.jp/

（
※
一
部
抜
粋
）

　
　
　
　

奉
納

光
添
ふ
大
慈
の
影
や
若
葉
和　
　
　

花
咲
亭　

畔
李

筒
鳥
や
奥
に
大
慈
の
燈
の
光　
　
　

吟
花
樓
女
李
州

尊
ふ
と
さ
や
卯
の
花
晴
の
梺
寺　
　

秋
花
亭
ヽ
李
常

瀧
音
も
光
る
御
堂
の
木
の
間
か
な　

湖
風
亭
ヽ
雨
月

水
草
の
水
際
見
せ
し
飛
蛍　
　
　
　

手
福
亭
ヽ
寿
道

凉
風
の
圓
か
に
通
ふ
木
蔭
か
な　
　

方
尺
堂　

白
画

灯
の
影
も
凉
し
深
山
の
卯
月
晴　
　

正
應
舎　

畔
龍

晴
て
行
卯
月
の
枩
の
願
ひ
か
な　
　

青
柳
亭　

畔
風

白
雨
や
樹
々
に
ぎ
わ
す
る
妙
智
力　

三
峯
舘　

寛
兆

・

閑
子
鳥
隈
な
き
水
に
聲
響
く　
　
　
　
　
　
　

文
兆

・

慈
悲
照
ら
す
青
葉
わ
か
葉
の
戦
ぎ
哉　
　
　
　

来
賀

機
や
こ
ゝ
ろ
の
下
に
燕
子
花　
　
　
　
　
　
　

湖
月

・

踏
む
草
も
な
く
て
御
堂
の
凉
し
け
れ　
　
　
　

佛
平

草
も
樹
も
凉
し
一
味
の
雨
の
音　
　

逍
遊
軒　

秋
杵

観
念
の
後
に
凉
し
暮
の
月　
　

願
主
星
風
亭　

白
虎

　
　
　
　

于
時
■
■
文
化
八
辛
未
四
月
大
安
日

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

畔
李
（
八
戸
藩
七
代
藩
主　

南
部
信
房
公
）

李
州
（
信
房
側
室　

森
川
と
ゑ
）

白
画
（
藩
士　

野
中
頼
母
）

畔
風
（
藩
士　

佐
藤
求
馬
）

寛
兆
（
藩
士　

松
橋
宇
助
）

文
兆
（
商
人　

七
崎
屋
新
兵
衛
）

秋
杵
（
江
戸
文
台
職
人
）

（希望者の分を掲載しています）


